
働く人の能力を最大限発揮し、いきいきとワクワクを作り出すDigital Buddyの共創

募集テーマ

テーマ概要

リコー先端技術研究所は、 2036年ビジョン「“はたらく”に歓びを」にむけ、「Human Digital Twin at WORK」と呼ぶ、
働く人一人ひとりの能力を最大限発揮できる状況を作り出すことをコンセプトとした技術開発領域において、アプリ開
発や心理モデルとインターフェースの研究、コア技術の応用・展開等に取り組んでいます。

我々が生み出したいのは、はたらく環境を捉えはたらく人から生まれる感情やモチベーション、行動などを認識し、人

は何をもって「良い仕事をしている」と感じるのかを分析することによって、はたらく人が「創造的な仕事をする」た
めのサポートを行うデジタル技術（=Digital Buddy）です。

今回は、先端技術研究所の保有するコア技術等を活用した、働く人が能力を最大限発揮し、いきいきとワクワクを作り
出すDigital Buddyを共創するため、先進的なウェアラブルデバイスを保有するスタートアップや、働く人々の課題解決
に取り組むスタートアップを募集します。



・働く人の状態をデジタル化する技術
既存事業で培ったコア技術（光学技術、マイクロデバイス技術、AI技術）を応用したセンシング技術

・心理モデルやインターフェースに関するデータやノウハウ
人・チームの心理モデル、人と機械・リアルとデジタルのインターフェースの研究に注力

技術を活用し、以下のようなアプリケーション開発に取り組んでいます。
・自分の能力を活かす1on1トレーニング
（トレーニング時の体動・会話データを解析し、1on1スキルを可視化することでスキルを把握）
・貢献・感謝を感じる朝礼チェック
（コミュニケーション量を高精度にセンシングし、チームの変化を把握することで、メンバーへの声がけタイミングを
アシスト）

アセット活用例

提供可能なアセット



先端技術研究所が保有する技術を活用した、働く人々の様々な課題解決を目指しております。
協業先のスタートアップの皆様には以下のいずれかを期待しております。

・先端技術研究所が保有する技術を活用した働く人々の課題解決支援のアイディアの提供
アイディアを先端技術研究所の技術等を活用して実現する

・先進的なウェアラブルデバイスなどの研究・開発技術
お互いの技術・ノウハウ等を組み合わせることで新たなアプリ等を開発する

業種や業態を問わず、様々な領域で働く人々の課題解決に取り組んでいる、またはこれから取り組みたいと考えている
スタートアップの皆様からの幅広い応募をお待ちしています。

協業先への期待



参考資料
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Human Digital Twin at Work

Human Digital Twin at Work は、
一人ひとりに寄り添いつながりをアシストする相棒
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アプリ開発：人を知り、つながりを拡げる
RSI-PFでソリューションやデータを組み合わせパーソ
ナライズし、
感謝のループにより動機付けとつながりを強化

心理モデルとインターフェースの研究
マルチモーダルAIにより個人・チームの状況を把握し、
多様な働き方とAIが違和感なく共存できる環境を構築

保有するコア技術の応用・展開
光学とデバイス技術により言語・音声・生体情報の
センシングを行い、AIを用いて特徴量を抽出
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CPHS
ジョブ型

マルチキャリア
ハイブリッドワーク

ヒト・機械・システムコミュニケーションのリデザイン
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チーム・⼈ドキュメント 業務

リコーの取り組み

リアル

デジタル

コア技術の応⽤による⼈のデジタル化
デジタル⼼理モデル、⼈機/リアル・デジタルインターフェース

⼀⼈ひとりに寄り添い、つながりをアシスト

CPS/DX情報化⼯業化

ドキュメント 業務 チーム・⼈

︓Cyber-Physical-Humanity System

デジタル

リアル・デジタル融合

感謝 スキル

認知多様性

効率化 グローバル化 ⾃動化 絆・つながり

会社
チーム
個⼈

パフォーマンス指標

感謝の伝播

リアル

はたらく⼈のデジタル化で社会的なネットワークを進化させて、貢献・感謝のループをつくる

お客様
従業員
パートナー
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研究領域

画像、音声、生体情報などを複合した

「マルチモーダルなAI」 処理技術を用いて、
心理状態、関係性、状況の理解を行う

心理モデル インターフェース

人とAIの協働、リアルとデジタルの共存に溶
け込む

センシング・フィードバック技術を追求し、
違和感のない 「Humanity-HMI」 を実現

ELSI by Design (ELSI : Ethics, Legal, Social Issues)

人・チームの心理モデル、人と機械・リアルとデジタルのインターフェースに注力
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取り組みを支えるコア技術

既存事業で培ったコア技術を応用したセンシングにより、
はたらく人の状態をデジタル化する

イメージング

センシング

プロジェクション

MEMS

VCSEL

実装・プロセス

マイクロデバイス技術光学技術

自然言語・音声

画像処理・認識

AI技術
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「Human Digital Twin at Work」のアプリケーション

自分の能力を活かす 貢献・感謝を感じる イキイキと働く

• 1on1スキルを可視化するセンシングシステム
• 実写映像で再現する仮想部下との対話

• 数値化しにくいコミュニケーション量を高精
度にセンシング

• オンラインでも、オフラインでも対応可能

• 内発的に生まれるモチベーションを可視化し、

そこから生み出されるパフォーマンスとの関
係性を数値化

Point Point Point

朝礼時の動画・音声データを解析トレーニング時の体動・会話データを解析 働く様子や呼吸などのデータを解析

発話量/比率
表情
頷き

傾聴力
承認力
質問力

働く様子
ストレス
集中度

形骸化した会議を活性化
メンバーへの声がけタイミングをアシスト

部下AIと好きなタイミングでトレーニングでき、
アップデートしたスキルでメンバーとの

信頼度UP

ポジティブなフィードバックによる動機付け
動機とパフォーマンスの関係を指標化

朝礼チェック1on1トレーニング

研修で得た知識がなかなか身につかない
自分のビジネススキルを客観的に

把握したい

オンラインでチームの変化が分かりづらい
小さな成果を褒めたい・共有したい

自律性が高まったかどうかが見えづらい
業績への寄与率を知りたい

想定ニーズ 想定ニーズ 想定ニーズ

構
想
中 ポジティブ
パフォーマンス


